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▲池田香代子さん（左）と中村成子
　さん（右）による対談の様子

▲良質米品評会表彰式の様子

▲最優秀賞（食彩の里玉峰）
　「奥出雲和牛スキコロ弁当」

▲亀嵩温泉「玉峰山荘」
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者
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▲優秀賞（いきいきアグリ馬木）
　「馬木の恵み弁当」

町内文化施設等の無料開放について町内文化施設等の無料開放について

鈴
木
会
長
に
よ
る
記
念
講
演

▲

▲奥出雲たたらと刀剣館
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〈うるち米の部〉

〈もち米の部〉

〈酒米の部〉

　
仁
多
米
の
更
な
る
ス
テ
ッ
プ
ア

ッ
プ
を
目
指
し
、
二
年
に
一
度
行

わ
れ
て
い
る
「
第
五
回
仁
多
米
振

興
大
会
」
が
二
月
十
四
日
、
カ
ル

チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
仁
多
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
米
生
産
者
や
来
賓
、

関
係
機
関
な
ど
を
含
め
約
四
百
人

が
出
席
し
、
今
後
の
仁
多
米
の
方

向
性
な
ど
に
つ
い
て
確
認
し
合
う

有
意
義
な
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
井
上
町
長
か
ら
「
食

の
安
全
安
心
へ
の
関
心
が
高
ま
る

中
、
生
産
者
一
人
ひ
と
り
が
仁
多

米
に
誇
り
を
持
ち
、
良
質
な
米
生

産
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
」
と
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
島
根
県
専
門
農
業
普

及
員
の
福
田
誠
氏
か
ら
「
仁
多
米

栽
培
方
針
の
実
践
と
検
証
」
と
題

し
て
、
土
壌
調
査
の
結
果
報
告
が

あ
り
、
今
後
一
層
の
化
学
肥
料
、

化
学
農
薬
を
低
減
し
た
米
づ
く
り

へ
の
実
践
な
ど
が
提
言
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
、
米
・
食
味
鑑
定
士
協
会

の
鈴
木
秀
之
会
長
か
ら
「
新
農
業

ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
変
貌
」
と
題
し
た

記
念
講
演
が
あ
り
、
「
米
の
需
要

拡
大
は
望
め
な
い
厳
し
い
状
況
で

あ
る
か
ら
こ
そ
、
『
農
業
』
は
新

し
い
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
な
る
。

時
代
の
変
化
や
消
費
者
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
、
生
産
者
自
ら
が
意
識

改
革
を
行
い
、
米
に
付
加
価
値
を

付
け
る
な
ど
、
新
し
い
取
り
組
み

が
必
要
」
と
熱
意
を
込
め
て
話
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
「
食
と
農
が
育
む
子
供

の
未
来
」
と
題
し
て
、｢

世
界
が

も
し
百
人
の
村
だ
っ
た
ら｣

の
著

者
で
、
ド
イ
ツ
文
学
翻
訳
家
の
池

田
香
代
子
さ
ん
と
一
味
同
心
塾
館

長
の
中
村
成
子
さ
ん
に
よ
る
対
談

も
あ
り
、
参
加
者
は
、
更
な
る
仁

多
米
の
推
進
と
安
全
安
心
な
米
づ

く
り
に
向
け
、
意
欲
を
高
め
る
大

会
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
当
日
は
平
成
二
十
一
年

度
良
質
米
品
評
会
の
表
彰
式
も
併

せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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町
で
は
遠
方
に

い
る
家
族
宅
に
も

テ
レ
ビ
電
話
端
末

を
設
置
し
、双
方
向

で
の
通
信
も
視
野

に
入
れ
、現
在
モ
ニ

タ
ー
を
募
集
し
て

朝起きたら画面にタッチ

おはよう。
今朝もテレビ電話にタッチしたよ。

毎日、自動で連絡が
入るので安心。

　
町
で
は
、
高
齢
者
の
方
が
朝
テ

レ
ビ
電
話
の
画
面
に
触
れ
る
だ
け

で
、
遠
方
に
住
む
家
族
の
パ
ソ
コ

ン
や
携
帯
電
話
に
メ
ー
ル
が
届
く
、

安
否
確
認
「
お
は
よ
う
タ
ッ
チ
」

メ
ー
ル
発
信
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し

ま
し
た
。

　
昨
年
一
月
に
、
七
十
五
歳
以
上

の
世
帯
に
設
置
し
た
テ
レ
ビ
電

話
シ
ス
テ
ム
を
、
今
回
さ
ら
に

充
実
さ
せ
、
毎
朝
六
時
三
十
分

に
自
動
で
テ
レ
ビ
電
話
の
画
面

が
立
ち
上
が
り
、
画
面
に
触
れ

る
だ
け
で
、
登
録
し
た
携
帯
電

話
や
パ
ソ
コ
ン
（
一
世
帯
あ
た

り
最
大
三
件
ま
で
登
録
）
あ
て

に
メ
ー
ル
が
送
信
さ
れ
、
安
否

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
高
齢
者
家
庭
か
ら
利
用
者
を

募
り
、
二
月
一
日
現
在
で
六
十

世
帯
が
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
利
用
者
か
ら
は

「
遠
く
離
れ
て
な

か
な
か
会
え
な
い

が
、
毎
朝
メ
ー
ル

が
届
く
と
安
心
す

る
」
な
ど
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
地
元
の
農
産
物
を
使
っ
て
作
っ

た
弁
当
の
出
来
栄
え
を
競
う
「
地

産
地
消
弁
当
コ
ン
テ
ス
ト
」
が
二

月
五
日
、
雲
南
市
木
次
町
の
Ｊ
Ａ

雲
南
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
の
最
優
秀
賞

に
、
亀
嵩
の
「
食
彩
の
里
玉
峰
」

（
重
栖
保
久
代
表
）
が
作
っ
た
「
奥

出
雲
和
牛
ス
キ
コ
ロ
弁
当
」
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
優
秀
賞
（
第
二
位
）
に

は
、
い
き
い
き
ア
グ
リ
馬
木
（
松

島
美
代
子
代
表
）
の
「
馬
木
の
恵

み
弁
当
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
一
市
二
町

の
産
直
加
工
グ
ル
ー
プ
か
ら
、
八

百
円
で
販
売
で
き
る
よ
う
に
工
夫

さ
れ
た
十
九
点
の
弁
当
が
出
品
さ

れ
ま
し
た
。

　
地
元
の
食
材
を
活
か
し
た
「
ご

当
地
グ
ル
メ
」
を
開
発
し
、
地
域

の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
、
地
元
有

志
で
つ
く
る
「
新
・
ご
当
地
グ
ル

メ
を
創
る
会
」
（
吉
川
朋
実
会
長
）

が
先
月
発
足
し
、
こ
の
た
び
初
め

て
の
試
食
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
二
月
八
日
、
玉
峰
山
荘
で
行
わ

れ
た
試
食
会
に
は
、
地
元
の
料
理

人
五
人
が
考
案
し
た
計
十
品
の
料

理
が
出
品
さ
れ
、
ホ
テ
ル
一
畑
の

照
沼
総
料
理
長
を
は
じ
め
、
約
三

十
人
が
試
食
を
し
て
意
見
交
換
を

行
い
、
今
後
の
商
品
化
へ
の
可
能

性
を
探
り
ま
し
た
。

　
料
理
は
、
仁
多
米
を
使
っ
た
料

理
を
中
心
に
、
キ
ノ
コ
の
あ
ん
か

け
丼
や
仁
多
牛
の
石
焼
き
ビ
ビ
ン

バ
、
焼
き
お
に
ぎ
り
に
和
牛
入
り

ス
ー
プ
を
か
け
た
料
理
な
ど
が
並

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
試
食
し
た
参
加
者
か
ら
は
「
地

元
食
材
の
お
い
し
さ
を
再
認
識
し

た
。
そ
の
一
方
で
、
観
光
誘
客
に

つ
な
げ
る
に
は
、
も
っ
と
イ
ン
パ

ク
ト
が
必
要
」
な
ど
の
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

　
吉
川
会
長
は
「
奥
出
雲
の
観
光

の
目
玉
に
な
る
よ
う
な
「
食
」
を

つ
く
り
た
い
」
と
意
欲
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。

　
同
会
で
は
、
今
後
も
試
食
会
を

重
ね
、
今
年
秋
の
メ
ニ
ュ
ー
化
を

目
指
し
、
「
ご
当
地
グ
ル
メ
」
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　島根県では、毎月第３日曜日を「しまね家庭の日」として、家族の団らん、コミュニケー
ションの機会を増やし、温かい家庭づくりの推進を行なっています。

　奥出雲町でも「しまね家庭の日」協賛事業として、平成２２年２月から次の施設について「ご家族で来館
された高校生以下の方の入館料、入湯料を無料」とします。
【対象施設】
　○（財）絲原記念館　　　　　○（財）可部屋集成館
　○奥出雲多根自然博物館　　○櫻井家住宅・日本庭園
　○奥出雲たたらと刀剣館　　○雲州そろばん伝統産業会館
　○亀嵩温泉「玉峰山荘」　　○斐乃上荘・ヴィラ船通山
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（※１～３月休館）

　※入館の際、学生証の提示をお願いします。
【実施日】　毎月第３日曜日（平成２２年２月から）
【お問合せ先】　○奥出雲町教育委員会
　　　　　　　　 有線２０―４２６３　　電話５２-２６８０
　　　　　　　　　　　○青少年育成奥出雲町民会議（町民課）
　　　　　　　　 有線２０―４１０１　　電話５２-２６７４


